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問　

小
園
稲
荷
谷
の
森
に
隣
接
し
た
五
、

五
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
神
奈
川

県
が
平
成
八
年
に
住
宅
用
地
と
し
て
買
収

し
て
い
る
が
、
七
年
間
も
住
宅
建
設
計
画

の
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用

地
は
住
宅
の
混
在
す
る
中
に
あ
っ
て
、
緑

深
き
森
林
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
自
然

を
守
り
自
然
と
共
生
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
場
所
と
し
て
貴
重
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
園
地
域
に
は
大
規
模
な
公
園
は
な
く
行

政
の
公
平
・
公
正
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
見
地
か
ら
県
よ
り
用
地
を
取
得
し
、

自
然
環
境
を
保
全
す
べ
き
と
考
え
る
。
市

で
は
用
地
の
今
後
の
土
地
利
用
計
画
に
つ

い
て
、県
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
き
た
が
、

現
在
の
状
況
と
市
長
の
所
見
は
。

　

答　

県
は
当
初
こ
の
用
地
を
県
営
住
宅

の
建
設
を
目
的
と
し
て
取
得
し
た
が
、
財

政
事
情
、
地
元
の
意
向
な
ど
か
ら
、
用
地

取
得
後
七
年
を
経
過
し
た
今
で
も
住
宅
建

設
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

現
在
、
県
内
部
で
は
県
営
住
宅
の
建
設
以

外
も
含
め
て
、
こ
の
用
地
の
利
用
方
法
が

な
い
か
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

県
と
し
て
必
要
な
い
と
い
う
結
論
が
出
た

場
合
は
、
市
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
た
対

応
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
で

県が所有している

小園の森林を公園

として残せないか

は
、今
後
、
県
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

地
元
の
意
向
を
尊
重
し
た
土
地
利
用
を
す

べ
く
用
地
の
取
得
に
向
け
て
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
学
校
給
食
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月　

日
･　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
終
始
熱
の
入
っ
た
論
議
が
繰
り

１８

１９

１８

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
面
ま
で
続
き
ま
す
）。
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バランスの取れた

まちづくりを目指

し見上市政を問う

公
明
党  　
　
　
　

矢
部
と
よ
子

　

問　

市
長
は
、
見
上
市
政
が
こ
れ
ま
で

立
ち
上
げ
た
中
で
一
番
大
き
な
事
業
と
な

る
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
本

市
に
必
要
と
考
え
、
県
知
事
に
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
反
応
は
ど
う
か
。
来

年
度
は
、
全
力
を
尽
く
し
て
県
予
算
に
調

査
費
を
計
上
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。
一

番
の
心
配
は
住
環
境
の
破
壊
で
あ
る
が
、

取
付
道
路
は
ど
う
す
る
の
か
。
市
役
所
周

辺
の
豚
舎
、
牛
舎
、
斎
場
は
ど
れ
も
必
要

な
施
設
で
あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。
中
断
し
て

い
る
畜
舎
の
移
転
は
、
隣
接
す
る
大
和
市

住
民
か
ら
の
反
対
も
あ
り
無
理
と
思
う
が
、

市
主
体
事
業
の
影
響
で
あ
る
以
上
は
、
一

〇
〇
％
市
の
責
任
で
移
転
す
べ
き
で
は
。

　

答　

イ
ン
タ
ー
設
置
は
、
平
成
九
年
か

ら
国
に
要
望
し
て
い
た
が
、
平
成
十
二
年

に
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
制
度

が
創
設
さ
れ
、
翌
年
か
ら
は
県
に
要
望
す

る
と
と
も
に
市
民
レ
ベ
ル
の
設
置
検
討
協

議
会
を
設
置
し
、
必
要
性
や
候
補
地
を
協

議
し
て
き
た
。
ま
た
、
今
年
、
周
辺
の
七

市
一
町
で
設
置
促
進
連
絡
協
議
会
を
組
織

し
、
県
知
事
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
前
向

き
に
検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
取
付

道
路
の
整
備
や
住
環
境
へ
の
影
響
に
は
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
全
力
で
県
の
予
算

化
に
努
め
る
。
畜
舎
の
移
転
は
、
中
心
市

街
地
開
発
が
進
む
中
、
臭
気
問
題
等
に
よ

り
事
業
経
営
の
継
続
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、

当
面
の
措
置
を
含
め
個
別
に
対
応
を
図
る
。

　

問　

マ
イ
カ
ー
を
持
た
な
い
人
や
老
人

が
市
の
中
央
部
に
あ
る
主
要
な
施
設
を
利

用
す
る
の
に
バ
ス
が
唯
一
の
交
通
手
段
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
市
内
循
環
バ
ス

は
大
型
の
た
め
通
行
で
き
る
道
路
に
制
約

も
あ
り
運
行
回
数
も
少
な
い
た
め
、
近
年

は
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
来
年
の
十

一
月
に
は
旧
市
役
所
の
跡
地
に
大
型
商
業

施
設
が
開
店
す
る
予
定
で
あ
り
、
市
の
中

央
に
人
を
集
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

最
近
、
全
国
的
に
行
政
主
導
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
行
や
試
験
運
行
が
増

え
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
誰
も
が

利
用
で
き
る
市
内
の
道
路
事
情
に
あ
っ
た

小
型
バ
ス
に
よ
る
試
験
運
行
を
早
い
時
期

に
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

鉄
道
駅
の
な
い
本
市
は
、
バ
ス
交

通
が
公
共
交
通
機
関
と
し
て
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
は
既
存
の
バ
ス
路
線
で
は
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
市
民
の
公
共
交
通
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
大
変
有

効
な
方
法
で
あ
る
。
現
在
の
市
内
循
環
バ

ス
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
一
つ
で
は

あ
る
が
、
福
祉
目
的
の
無
料
バ
ス
と
い
う

観
点
か
ら
、そ
の
運
行
に
は
限
界
が
あ
る
。

今
後
は
、
旧
市
役
所
跡
地
に
大
型
商
業
施

設
が
開
店
す
る
こ
と
か
ら
も
、
公
共
交
通

網
の
整
備
の
一
環
と
し
て
市
民
、
企
業
及

び
バ
ス
会
社
の
意
見
等
を
踏
ま
え
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
市
立
公
園
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

綾瀬市にマッチし

たコミュニティー

バスの早期運行を

  　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

洋

あ
や
せ
市
民
会
議　

増
田
淳
一
郎

　

問　

今
年
七
月
に
、
十
年
間
の
時
限
立

法
で
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が
制

定
さ
れ
、
市
町
村
に
は
少
子
化
対
策
の
た

め
の
行
動
計
画
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
計
画
策
定
に
向
け
て
は
、
協
議
会
を

設
置
し
徹
底
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
事
業
評

価
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
行
政
が
主
導
す
る
の
で

は
な
く
住
民
主
体
の
協
議
会
を
組
織
し
、

本
市
独
自
の
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し

て
調
査
を
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
考
え

な
い
か
。
ま
た
、
国
が
少
子
化
対
策
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
市
も
認
識
し
、
子
育
て
支
援
の
業
務
を

中
心
と
し
た
課
あ
る
い
は
特
別
編
成
チ
ー

ム
な
ど
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
法
の
趣
旨
に
則
し
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
や
支
援
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
把

握
等
を
行
う
調
査
経
費
を
今
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。
現
在
、
こ
の
調
査
を
行
動
計

画
に
反
映
す
る
た
め
の
協
議
会
を
平
成
十

六
年
度
に
設
置
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。
協
議
会
の
構
成
は
、
幅
広
い
意
見
を

聞
く
た
め
に
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
企
業

代
表
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
参
画
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
専
門
の
課

等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
既
に
行
政
課
題

や
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
組

織
・
構
成
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
男
女
共
同
参
画
都
市
の
宣
言
に
恥

じ
な
い
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

問　

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
市
民

が
い
き
い
き
と
健
康
で
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

世
代
間
の
交
流
を
図
る
機
会
と
し
て
、
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。
市
内
に
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
人

が
多
く
い
る
。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
日
常
の
活

動
の
成
果
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で

あ
る
走
る
こ
と
を
競
う
機
会
と
綾
瀬
市
の

顔
づ
く
り
と
し
て
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答　

市
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
か
ら
綾
瀬
市
商
工
会
の
主
催
で

綾
瀬
市
ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
平
成

九
年
度
か
ら
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
っ
て

お
り
、
綾
瀬
市
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
会

長
杯
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
も
同
様
に
今
年

度
は
実
施
困
難
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

公
道
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
現
状
の
交
通

事
情
等
を
考
慮
す
る
と
警
察
署
か
ら
道
路

使
用
許
可
を
取
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
な
お
、
厚
木
基
地
南
側
の
遊
休
化

し
て
い
る
国
有
地
に
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
を

計
画
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
こ
で
実
施
で

き
な
い
か
、
陸
上
競
技
協
会
及
び
商
工
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に「
憩
の
家
の
利
用
者
の
満
足
度
は
」

「
セ
ン
タ
ー
区
付
近
の
計
画
状
況
は
」「
市

民
参
加
の
環
境
保
全
は
」
を
質
問
）

あ
や
せ
市
民
会
議　
  
青
�　

愼

　
　
　
　
　
　
  　

佐
竹　

百
里

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
は

独
自
の
取
り
組
み
で
策
定
を

　

月　

日
、
雨
上
が
り
の
グ
ラ

１０

１２

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
小
園
自

治
会
の
運
動
会
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
引
く
網
に
、
各
区

の
団
結
力
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た＜

早
園
小
学
校
に
て＞


